
まちの話題

古式ゆかしく

多久聖廟　春季釈菜
　多久聖廟で4月18日、春季釈菜の祭事が古式ゆかしく
行われました。市職員らが扮する伶人が奏でる雅楽が流
れる中、献官の横尾市長や市議会議長、教育長、小中学
校長などの祭官が、孔子らにお供え物をささげました。
　式典が終わると、『参列生徒の唱歌』を中部小1～5
年生と多久町老人会のみなさんが合唱。仰高門前では中
部小6年生が『腰鼓』を、聖廟境内ではあでやかな衣装
をまとった西渓中と多久高の生徒が『釈菜の舞』を披露
し、華を添えました。
　市内在住の音楽家・趙勇さんが揚琴を演奏すると、市
内外から訪れた観光客が懐かしい童謡を一緒に口ずさむ
姿も見られ、会場が和やかな雰囲気に包まれました。

▲お化粧をしてもらう参加者

多久の美人度急上昇 !!!

　高齢者向けお化粧教室『べっぴん塾』

　「春です！おしゃれしてでかけてみませんか！」
と社会福祉会館で、3月30日高齢者向けのお化粧
教室『べっぴん塾』を行いました。
　60～80代の24人が参加し美しく、若々しく、元
気にみえるお化粧の仕方を習いました。緊張した
面持ちで始まった教室は、色鮮やかな化粧品に囲
まれ、㈱花王の専門家が施してくれる化粧術に穏
やかなムードに変わりました。みなさん10歳くら
い若返るほど美しく生まれ変わり、教室が終わる
と「こんなに綺麗にお化粧してもらったので、この
まま帰るのがもったいない」と。多久の高齢者の
みなさんもプロの手で新しい春が来たようでした。

▼聖廟内で行われる釈菜

　なごみ保育園幼年消防クラブ（昭和
58年4月１日結成）は、火災予防思想
の普及に貢献した功績が認められ県知
事から表彰されました。結成以来、全
国火災予防期間中には、防火法被を着
用して通園し、地域の防火思想普及の
宣伝に貢献。一日消防署体験参加や、幼年期における防
火教育の徹底にも熱心です。代表して太田和希君と鐘ヶ
江陽菜さんが多久消防署で表彰を受けました。

幼年消防クラブ活動が他の模範
なごみ保育園が感謝状を受賞
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　「新１年生の交通安全に
役立てて」と、ＪＡさが多
久地区の役員や生産組合
協議会代表らが教育委員
会を訪れ、「ひよりちゃん」の反射板171枚と｢さがびよ
り｣を中川正博教育長に贈呈しました。ランドセルが付
けられるひよりちゃんの反射板は、夜間ドライバーに歩
行者の存在を遠方からわかるようになります。
　4月12日の入学式で市内の新１年生全員に渡されました。

「ひよりちゃん」反射板贈呈
ＪＡさがより新１年生に
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支援米に対するお礼のメールが届きました支援米に対するお礼のメールが届きました

　岩手県久慈市に住む乙部正昭と申します。このたびは支援米
をお送りいただきありがとうございます。私も被災したひとり
であり、家族５人の家長として大変ありがたく受け取りました。
　報道では岩手県の中・南沿岸部・宮城・福島の報道が際立っ
ていますが同様に県北沿岸部も死傷者は少ないながらも甚大な
被害を受けております。これほどむごい悲惨な災害を私は、経
験がありません。小５の子供は余震が続いていますが夜の余震だと震
えております。最初は、命があっただけでもありがたいことだと
思っていましたが時間が立ち考える時間ができた今は、今後の
ことが心配になってきております。今までの家は半壊で家には
住めない状態です。今は、知人の世話で空家を借りて住んでおります。
　そんな矢先、久慈市からの支援物資の支給ということで支援
米をいただきました。支援米には「頑張ろう！ともに！久しく

慈しむ心を込め復興を念じつつ・・横尾俊彦市長」
　温かいお言葉でした。この言葉を見た時、熱く感じるものが
あり、お礼を言わなくてはと思いました。
　震災後、インスタント麺・レトルト類で子供たちも食欲がなく
あったかい炊きたてのご飯が食べたいなと言っていた矢先の支援
米はありがたいものでした。（なかなかスーパーでも品切れ状態が
続いておりましたので…）本当にありがとうございました。
　お米を育てるのには時間と手間がかかることは知っております。
そのような貴重なお米をいただきましてありがとうございます。
　多久市のホームページで伊東様からご寄付いただいたことが
わかりお礼申し上げたくてメールいたしました。ありがとうご
ざいました。何度言っても足りないくらいです。今回のご支援
に応えることは、私たちが復興に向けて動き出すことと思って
おります。微力ながらもできることを協力して参ります。
　多久市の皆様もお体にお気をつけください。
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